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６月定例会
 ２　一般質問　９人
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 １６　市民の声・９月定例会の日程（予定）



６ 月 定 例 会

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月１４日・１５日の２日間
の日程で、９人の議員が行いました。
　工業団地整備事業や天童市地域福祉計画の推進、子
ども図書館の設置などについて市長や教育長等の見解
を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成３０年度第２回市議会定例会（６月定例会）
は、６月１１日から２２日までの１２日間の会期で開
かれました。
　初日の本会議で、平成２９年度各会計予算の繰
越しなど報告７件を承認し、任期満了による固
定資産評価審査委員の選任に同意しました。ま
た、平成３０年度各会計補正予算議案など９件に
ついては、予算特別委員会及び所管常任委員会
に付託され、右記日程での審査を経て、最終日
の本会議で採決が行われました。
（採決結果は９ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

６／１１（月） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、
　　　　予算特別委員会の設置など）

６／１４（木）
６／１５（金） 本会議（市政に対する一般質問）

６／１８（月） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（　　　〃　　　）

６／１９（火） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６／２０（水） 予算特別委員会（付託案件の審査、討論、
　　　　　　　　表決）

６／２２（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
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備
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い
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＊�

株
式
会
社
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

天
童
の
経
営
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊�

核
な
き
世
界
実
現
の
た
め
に

伊
藤
和
子 
議
員

＊�

第
二
次
天
童
市
地
域
福
祉
計

画
を
推
進
す
る
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め
に

＊�

居
場
所
づ
く
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の
考
え
方
の

見
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し
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武
田
正
二 

議
員
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第
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住
宅
宿
泊
事
業

法
）
に
つ
い
て

熊
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光
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議
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＊�

子
ど
も
図
書
館
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設
置
に
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い
て

＊�

突
然
死
に
対
す
る
意
識
改
革

に
つ
い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊�

消
防
団
に
つ
い
て

＊�

移
住
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊�
踏
切
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

渡
辺
博
司 

議
員

＊�
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
と
の
共

存
が
で
き
る
分
煙
社
会
を

＊�

羽
陽
学
園
短
期
大
学
周
辺
の

整
備
を

★
政
和
会

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一
般
質
問
っ
て
何
で
す
か
。

ＱＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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一 般 質 問

工
業
団
地
分
譲
価
格
の

　
積
算
根
拠
は

　
以
前
、
東
長
岡
工
業
団
地
分

譲
価
格
の
積
算
根
拠
を
質
問

し
、「
用
地
買
収
費
や
造
成
工

事
費
等
の
事
業
費
を
ベ
ー
ス
に

単
価
を
算
出
し
た
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
一
般
会
計
か
ら
特

別
会
計
へ
多
額
の
費
用
を
投
入

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
今
年
度
か
ら
山
口
地
域
工
業

団
地
整
備
事
業
が
始
ま
る
が
、

誘
致
企
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
特
性
を
考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
工
業
団
地
整
備
事

業
債
は
用
地
補
償
費
や
工
事
費

等
の
造
成
に
係
る
費
用
に
充
て
、

用
地
分
譲
収
入
は
起
債
の
償
還

に
充
当
し
て
い
る
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
は
、
職
員
の
給

与
費
や
事
務
費
等
の
よ
う
に
、

地
方
債
で
借
入
で
き
な
い
経
費

に
充
て
て
い
る
の
で
、
繰
り
入

れ
た
分
を
、
全
額
一
般
会
計
へ

繰
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

山
口
地
区
の
新
工
業
団
地

は
、
今
年
度
用
地
買
収
、
来
年

度
造
成
工
事
を
行
う
。
雇
用
者

が
多
く
見
込
ま
れ
る
優
良
な
製

造
業
の
企
業
を
誘
致
し
た
い
。

ビ
ー
フ
リ
ー

　
赤
字
改
善
策
は

　

㈱
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
天
童

は
、
市
が
４５
㌫
出
資
し
た
第
三

セ
ク
タ
ー
の
会
社
。
指
定
管
理

者
と
し
て
受
託
し
て
い
る
市
民

プ
ラ
ザ
と
ゆ
ぴ
あ
に
加
え
、
ス

イ
ミ
ン
グ
と
ビ
ー
フ
リ
ー
の
４

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
ビ
ー
フ
リ
ー
は
長
年
赤
字
続

き
で
、
昨
年
度
は
２
９
０
０
万

円
を
超
え
る
赤
字
で
あ
り
、
有

効
な
改
善
策
も
示
さ
な
い
。
４

事
業
連
結
決
算
で
黒
字
と
は
い

え
、
赤
字
事
業
の
安
易
な
経
営

は
許
さ
れ
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

山
本
市
長　
ビ
ー
フ
リ
ー
事
業

の
赤
字
は
、
ビ
ル
の
共
益
費
等

の
負
担
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
考
え
る
。
㈱
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
天
童
で
は
、
収
益
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事

業
に
力
を
入
れ
、
赤
字
の
圧
縮

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ビ
ー
フ
リ
ー
は
現
在
、
天
童

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
市

民
の
健
康
増
進
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
密
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
今
後
も
適

切
に
指
導
し
て
い
く
。

結ゆ
う

城き

義よ
し

巳み

議
員

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
に

　
積
極
的
な
働
き
か
け
を

　
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
核
廃

絶
の
先
頭
に
立
つ
責
任
が
あ
る

と
思
う
が
、
日
本
政
府
は
そ
の

責
任
を
放
棄
し
て
い
る
。

　
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て

い
る
本
市
と
し
て
、
条
約
の
署

名
・
批
准
の
た
め
に
積
極
的
な

国
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
非
核
平
和
都
市
宣

言
の
ま
ち
と
し
て
、
非
核
平
和

の
考
え
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
昨
年

７
月
に
、
国
連
で
１
２
２
カ
国

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
５０
カ
国

の
批
准
に
よ
り
発
効
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
は
、

国
の
方
針
で
進
め
ら
れ
る
事
項

で
あ
る
。
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
は
、
国
際
的
に
同
様
の

考
え
の
方
々
と
の
連
携
に
よ
り

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恒
久

的
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
も
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

平
和
首
長
会
議
へ

　
本
市
の
対
応
は

　
平
和
首
長
会
議
は
、
行
動
計

画
を
策
定
し
、
世
論
の
醸
成
・

拡
大
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
こ
の
会
議
で
は
２

０
２
０
年
を
核
兵
器
廃
絶
の
目

標
年
に
定
め
、
昨
年
８
月
に
策

定
さ
れ
た
行
動
計
画
の
下
、
国

連
・
各
国
政
府
に
対
す
る
要
請

活
動
、
市
民
の
平
和
意
識
の
啓

発
な
ど
の
取
り
組
み
を
幅
広
く

進
め
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
非
核
平

和
都
市
推
進
事
業
と
し
て
、
原

爆
写
真
展
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
等
の
平
和
活
動
を
行
う
市
民

団
体
が
長
年
に
わ
た
り
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
加
盟
自
治
体
と

し
て
平
和
首
長
会
議
の
活
動
を

支
持
し
、
非
核
三
原
則
の
堅
持

と
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指
す

活
動
に
対
し
、
支
援
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

石い
し　
垣が

き　
昭し

ょ
う　
一い

ち

議
員
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天童中部地区 居場所づくり「カフェ くらつ川」

一 般 質 問

第
二
次
天
童
市
地
域
福
祉
計
画

　
市
民
へ
の
周
知
を
ど
う
図
る
か

　
今
年
３
月
に
、
第
二
次
天
童

市
地
域
福
祉
計
画
が
策
定
さ

れ
、
３
つ
の
基
本
目
標
の
個
別

の
取
り
組
み
ご
と
に
、
自
助
・

互
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
を

明
示
し
、
協
働
・
連
携
し
な
が

ら
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
市

民
や
地
域
に
期
待
す
る
役
割
の

部
分
が
大
き
い
と
感
じ
る
が
、

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
市
民

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　

計
画
の
推
進
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
理
念

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
が
重

要
と
考
え
る
。
７
月
１
日
号
の

市
報
で
特
集
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
民
生
委

員
や
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
連

絡
会
議
で
説
明
し
、
地
域
い
き

い
き
講
座
を
有
効
に
活
用
し
、

公
民
館
や
地
域
づ
く
り
委
員
会

や
会
合
に
積
極
的
に
出
向
く
な

ど
周
知
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

１０
月
開
催
予
定
の
い
き
い
き
・

ふ
れ
あ
い
健
康
福
祉
ま
つ
り
に

広
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
。

身
近
な
地
域
で
の

　
居
場
所
づ
く
り
を

　
市
立
公
民
館
単
位
で
の
居
場

所
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
、

遠
く
て
行
け
な
い
と
の
声
も
あ

る
。
利
用
者
に
身
近
な
町
内
会

単
位
で
の
取
り
組
み
に
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。
町
内
の
実
情

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
策

の
充
実
と
相
談
窓
口
の
一
本
化

を
。

山
本
市
長　
昨
年
１０
月
か
ら
地

域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
を

開
始
し
、
現
在
７
カ
所
で
、
市

立
公
民
館
を
拠
点
と
し
、
月
１

回
以
上
開
催
し
て
い
る
。
実
施

団
体
に
は
活
動
支
援
費
を
交
付

し
て
い
る
。

　
町
内
会
単
位
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
い

き
い
き
サ

ロ
ン
事
業

も
あ
り
、

地
域
の
実

情
に
合
わ

せ
て
検
討

す
る
必
要

が
あ
る
と

考
え
て
い

る
。

　
庁
内
で
情
報
を
共
有
し
、
健

康
福
祉
部
の
保
険
給
付
課
を
相

談
窓
口
と
す
る
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

歩
道
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

　
街
路
樹
も
一
体
化
と
し
て

　
近
年
、
街
路
樹
の
根
上
が
り

に
よ
る
歩
道
の
傷
み
や
、
樹
木

の
繁
茂
に
よ
り
視
界
が
悪
く
な

る
な
ど
、
住
民
生
活
に
支
障
を

来
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
樹
木

の
間
引
き
・
伐
採
な
ど
、
抜
本

的
に
街
路
樹
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
街
路
樹
の
成
長
に

伴
い
、
根
上
が
り
に
よ
る
歩
道

舗
装
の
段
差
、
街
路
樹
の
繁
茂

に
よ
る
交
差
点
見
通
し
の
阻

害
、
落
ち
葉
の
処
理
な
ど
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
。
根
上
が
り

に
よ
る
歩
道
の
段
差
解
消
に
つ

い
て
は
、
路
線
ご
と
に
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。
大
き
く
な

り
す
ぎ
た
樹
木
の
管
理
や
落
ち

葉
対
策
に
つ
い
て
は
、
間
引
き

や
植
え
替
え
な
ど
を
計
画
的
に

行
う
。
歩
行
者
の
安
全
や
通
行

の
し
や
す
さ
を
確
保
・
整
備
す

る
と
い
う
観
点
で
、
街
路
樹
に

つ
い
て
も
、
歩
道
改
良
と
一
体

的
に
計
画
を
進
め
て
い
く
。

支
援
制
度
の
拡
充
を

　
第
二
次
天
童
市
地
域
福
祉
計

画
は
、
誰
で
も
住
み
な
れ
た
地

域
で
助
け
合
い
や
支
え
合
い
に

よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
一
人
ひ
と
り
が
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
指
す
と
い

う
計
画
で
あ
る
。
地
域
で
行
う

居
場
所
づ
く
り
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
に
対
し
、
空
き
家
を
活
用

す
る
場
合
に
、
借
り
上
げ
る
家

賃
の
助
成
な
ど
支
援
し
て
は
ど

う
か
。

山
本
市
長　
地
域
で
の
居
場
所

づ
く
り
を
平
成
２９
年
１０
月
か
ら

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

と
し
て
開
始
し
て
い
る
。
ま

た
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
２１
事
業

に
つ
い
て
は
、
５８
地
域
で
行
わ

れ
て
お
り
、
助
成
金
を
交
付
し

て
い
る
。
空
き
家
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
居
場
所
づ
く
り
や
い

き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
実
施
に

お
い
て
、
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

耐
震
性
な
ど
の
問
題
や
、
周
辺

住
民
の
理
解
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
、
現
状
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
や
り
方
を
、
今
後
、

調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

武た
け　

田だ　
正し

ょ
う　

二じ

議
員
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一 般 質 問

天
童
の
子
ど
も
た
ち
に

　
も
っ
と
学
力
向
上
支
援
を

　
市
内
の
全
て
の
中
学
校
で
実

施
し
て
い
る
自
主
学
習
会
。
実

施
し
て
間
も
な
い
が
、
学
習
会

の
効
果
、課
題
と
対
策
を
伺
う
。

　
長
期
休
業
期
間
に
限
ら
ず
、

土
曜
日
な
ど
通
年
実
施
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
小
学
６
年
生

ま
で
対
象
を
拡
大
し
て
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

相
澤
教
育
長　
中
学
校
自
主
学

習
会
支
援
事
業
は
、
生
徒
の
学

習
習
慣
の
確
立
と
学
習
の
つ
ま

ず
き
解
消
に
よ
る
基
本
の
定
着

や
学
習
意
欲
の
高
ま
り
を
目
的

に
、
主
に
長
期
休
業
期
間
に
各

学
校
の
教
室
で
、
大
学
生
等
の

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
学
習
意
欲
の
高
ま
り
や
学
習

習
慣
の
確
立
の
成
果
が
あ
っ
た

一
方
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確

保
と
な
か
な
か
足
が
向
か
な
い

生
徒
へ
の
働
き
か
け
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
通
年
開
催
は
地

域
行
事
と
の
調
整
や
生
徒
へ
の

過
重
負
担
、
小
学
６
年
生
を
対

象
と
す
る
と
登
下
校
の
安
全
確

保
等
が
課
題
と
な
り
、
現
段
階

で
は
予
定
し
て
い
な
い
。

民
泊
新
法
施
行

　
本
市
の
対
応
は

　
本
年
６
月
１５
日
に
施
行
さ
れ

る
民
泊
新
法
。
市
民
の
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め

に
、
窓
口
と
な
る
山
形
県
と
の

連
携
は
肝
要
だ
。
新
事
業
が
適

正
に
運
用
さ
れ
る
た
め
の
本
市

の
対
応
を
伺
う
。

山
本
市
長　
民
泊
事
業
者
は
、

知
事
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、
宿
泊
者
へ
の
騒
音
防
止

の
説
明
、
苦
情
へ
の
対
応
、
標

識
の
掲
示
等
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
止
す
る
た
め
、
県
は
、
学

校
や
幼
稚
園
の
周
辺
、
第
一
種

低
層
住
居
専
用
地
域
に
お
い
て
、�

一
定
の
制
限
を
行
う
条
例
の
制

定
に
向
け
現
在
手
続
き
中
で
あ

る
。
事
業
者
の
監
督
は
県
の
役

割
で
あ
り
、
県
は
業
務
に
関
す

る
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
の
ほ

か
、
業
務
改
善
命
令
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
民
泊
新
法
が

市
民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
県
に
対
し
て
適

正
な
制
度
運
用
を
求
め
る
と
と

も
に
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

鈴す
ず　

木き　
照し

ょ
う　

一い
ち

議
員

子
ど
も
図
書
館
を
設
置
し

　
利
用
し
や
す
い
環
境
を

　
子
ど
も
達
の
活
字
離
れ
や
読

書
離
れ
が
進
む
中
、
子
育
て
支

援
日
本
一
を
目
指
し
て
い
る
本

市
だ
か
ら
こ
そ
子
ど
も
図
書
館

を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
げ
ん
キ
ッ
ズ
と
わ

ら
べ
館
で
本
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
市
立
図
書

館
と
連
動
さ
せ
コ
ン
セ
プ
ト
の

違
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
現
時
点
で
は
、
子

ど
も
図
書
館
を
新
た
に
つ
く
る

考
え
は
な
い
が
、
保
護
者
の
考

え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
げ
ん
キ
ッ
ズ
も
わ
ら

べ
館
も
遊
び
の
一
つ
と
し
て
読

書
を
す
る
子
ど
も
も
お
り
、
本

は
、
他
の
遊
具
と
同
様
に
そ
の

場
に
あ
る
こ
と
が
必
要
な
も
の

で
貸
し
出
し
は
考
え
て
い
な
い
。�

何
が
で
き
る
か
、
施
設
の
機
能

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を

含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

相
澤
教
育
長　
現
在
、
市
立
図

書
館
で
、
乳
児
期
か
ら
絵
本
に

親
し
む
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
親

子
の
触
れ
合
い
や
子
ど
も
達
が

本
に
親
し
め
る
環
境
の
充
実
と

利
用
者
の
拡
大
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
を

持
つ
親
子
で
の
図
書
館
の
利
用

に
あ
た
り
、
子
ど
も
が
走
り
回

る
な
ど
利
用
す
る
際
に
気
を
遣

う
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
会

議
室
が
空
い
て
い
る
日
に
開
放

日
を
設
け
る
等
、
他
の
利
用
者

に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
く
。

若
年
層
で
も
起
こ
り
う
る

突
然
死
の
理
解
を

　
偏
食
や
睡
眠
不
足
、
さ
ら
に

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
突
然
死
が
近

年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
本
市
と

し
て
も
食
事
や
睡
眠
に
つ
い
て

指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
４０
歳

以
上
の
特
定
健
康
診
査
に
加

え
、
２０
代
、
３０
代
の
若
年
層
の

健
康
診
査
も
実
施
し
、
検
診
後

に
は
健
康
講
話
や
個
別
の
健
康

相
談
を
行
う
な
ど
、
若
い
う
ち

か
ら
自
分
の
体
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
取
り
組
み
を
今
後
と

も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

熊く
ま

澤ざ
わ

光ひ
か

吏り

議
員
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幅４．５ｍしかない第一谷地踏切

一 般 質 問

消
防
団
員
の
婚
活
支
援
を

　
地
域
に
根
を
張
っ
て
防
災
活

動
に
従
事
し
て
い
る
消
防
団
員

に
婚
活
支
援
を
行
い
、
団
員
が

結
婚
し
て
家
庭
を
持
つ
こ
と

で
、
地
域
の
防
災
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
の
活
性
化
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
い
く
と
考
え

る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
現
在
の

消
防
団
員
の
未
婚
率
は
。

山
本
市
長　
大
変
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。
本
市
に
お
い

て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
助
成
金
な
ど

を
利
用
し
て
の
消
防
団
員
を
対

象
と
し
た
婚
活
の
実
施
の
必
要

性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

新
関
消
防
長　
団
員
数
１
０
５

６
人
の
内
、
３
５
２
人
、
約

３３
㌫
の
未
婚
率
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

積
極
的
活
用
を

　
山
形
県
内
で
も
複
数
の
自
治

体
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委

嘱
し
て
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
移
住
と
し
て
も
一
役
買
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
に
も
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。
本
市
で
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
移
住
に
つ
い
て
、
本
市

の
気
候
・
風
土
・
文
化
な
ど
を

よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

お
試
し
的
な
移
住
体
験
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
く
。
課
題
解
決
に
向
け

隊
員
の
活
動
内
容
の
明
確
化
、

受
入
自
治
体
と
受
入
地
域
の
連

携
体
制
、
隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
確
立
が
重
要
と
な
る
。
市

職
員
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
の
で
１
人
と
言

わ
ず
複
数
の
方
に
来
て
も
ら
え

る
方
法
を
考
え
て
い
く
。

　
移
住
希
望
者
が
生
活
体
験
を

行
え
る
こ
と
は
有
効
な
施
策
と

捉
え
る
。
そ
こ
で
、
短
期
的
な

体
験
ツ
ア
ー
の
開
催
に
よ
り
本

市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線

　
第
一
谷
地
踏
切
の
拡
幅
を

　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
、
Ｊ

Ｒ
奥
羽
本
線
第
一
谷
地
踏
切
の

立
体
交
差
化
な
ど
に
つ
い
て
数

回
に
わ
た
り
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
。
地
域
住
民
の
方
が
こ
の

踏
切
が
非
常
に
危
険
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で

あ
る
と
感
じ
る
。

　

残
念
な
こ
と
に
実
現
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
要
望
の
事

業
化
が
困
難
な
理
由
と
し
て
多

額
の
費
用
と
時
間
を
要
す
る
こ

と
や
、
住
宅
の
移
転
等
の
問
題

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
踏
切
部
分
だ
け
の

拡
幅
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
問

題
は
発
生
し
な
い
た
め
実
現
の

可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
歩
道
が
な
い
踏
切
を
延
べ
２

６
０
人
の
四
中
生
が
毎
日
渡
っ

て
い
る
。
し
か
も
車
道
部
分
も

非
常
に
狭
い
。

　
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
の

円
滑
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
踏
切
道
改
良
促
進
法

と
い
う
法
律
が
あ
る
。
拡
幅
の

必
要
性
を
強
く
訴
え
、
こ
の
法

律
に
基
づ
く
改
良
の
指
定
を
受

け
て
、
踏
切
部
分
だ
け
を
拡
幅

す
る
事
業
の
推
進
を
県
や
Ｊ
Ｒ

に
求
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か

伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
三
宅
議
員
が
提
案

し
て
い
る
踏
切
部
分
の
み
の
拡

幅
が
可
能
か
ど
う
か
を
、
現

在
、
Ｊ
Ｒ
と
県
に
確
認
中
で
あ

る
。
こ
の
踏
切
は
山
形
新
幹
線

が
運
行
し
て
い
る
こ
と
や
直
近

に
交
差
す
る
道
路
が
あ
る
と

い
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
そ

う
で
あ
る
が
、
そ
の
回
答
を
待

ち
た
い
。

小
笠
原
建
設
部
長　
今
回
の
踏

切
道
改
良
促
進
法
の
改
正
で
具

体
的
な
改
良
方
法
に
つ
い
て
の

合
意
が
な
く
て
も
、
改
良
す
べ

き
踏
切
道
に
指
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
事
前
協

議
が
な
い
ま
ま
に
指
定
さ
れ
て

も
実
際
の
改
良
事
業
が
う
ま
く

進
ま
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
や
県
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員
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兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

一 般 質 問

喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
と
の

　
共
存
が
で
き
る
分
煙
社
会
を

　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
強
化

と
し
て
、
た
ば
こ
を
吸
う
方
と

吸
わ
な
い
方
の
協
調
あ
る
共
存

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
市
役

所
と
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

２
カ
所
に
安
心
し
て
喫
煙
で
き

る
敷
地
内
で
の
喫
煙
専
用
室
の

設
置
、
整
備
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
国
会
で
の
受
動
喫

煙
対
策
を
強
化
す
る
健
康
増
進

法
改
正
案
と
東
京
都
議
会
で
の

受
動
喫
煙
防
止
条
例
案
の
審
議

を
注
意
深
く
見
守
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
市
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
他
市

に
先
駆
け
、
平
成
２６
年
度
に
受

動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
積
極
的
に
受
動
喫

煙
防
止
対
策
を
推
進
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
２８
年
１０

月
に
学
校
や
保
育
所
な
ど
の
敷

地
内
禁
煙
及
び
市
有
施
設
に
お

け
る
建
物
内
禁
煙
１
０
０
㌫
を

達
成
し
た
。
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
受
動
喫
煙

防
止
対
策
を
一
層
推
進
し
て
い

く
方
針
で
あ
り
、
市
役
所
や
市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
喫
煙
専

用
室
を
設
置
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
本
市
に

お
い
て
は
、
対
策
会
議
や
啓
発

活
動
を
重
ね
て
、
受
動
喫
煙
防

止
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深

め
て
き
た
。
健
康
増
進
法
の
改

正
な
ど
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
国

や
世
界
の
動
き
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

羽
陽
学
園
短
期
大
学

　
周
辺
の
整
備
を

　
地
域
住
民
の
生
活
道
路
、
大

学
生
の
通
学
路
と
し
て
利
用
し

て
い
る
市
道
清
池
樋
之
口
線
丁

字
路
の
拡
幅
整
備
と
大
学
周
辺

の
南
西
部
の
開
発
が
重
要
で
あ

る
。
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
当
該
丁
字
路
交
差

点
の
南
側
の
区
画
に
つ
い
て

は
、
現
在
民
間
開
発
に
よ
る
計

画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
将
来

計
画
と
し
て
６
㍍
の
道
路
と
な

る
よ
う
に
、
開
発
予
定
者
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。
将
来
の
道

路
拡
幅
に
向
け
、
用
地
確
保
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

渡わ
た

辺な
べ

博ひ
ろ

司し

議
員

議 会 の う ご き
（４月１日～７月１８日）

■４月
　６日　広報委員会
　９日　��山形県市議会議長会定期総会（議長、副議長、

局長／山形市）
　１２日　各派代表者会
　　　　議会運営委員会
　１９日～��２０日　東北市議会議長会定期総会（議長、副議

長、局長／山形市）
　２３日　��市長要請環境福祉常任委員会（保育所等利用待

機児童数について外）
　２７日　議会運営委員会
　　　　第１回市議会臨時会
　　　　ＩＣＴ議会検討委員会
■５月
　７日　市長要請各派代表者会
　　　　全員協議会
　９日　��市長要請経済建設常任委員会（八幡山配水池管

理用道路法面崩落の復旧について）
　１０日　大阪市会視察来童
　１１日　��市長要請環境福祉常任委員会（上山口採石場跡

地に係る経過と今後の予定について）
　１４日～��１６日　総務教育常任委員会行政視察（岡山県総

社市、香川県丸亀市、愛媛県松山市）
　　　　��経済建設常任委員会行政視察（福岡県北九州市・

久留米市、熊本県熊本市）
　１５日　茨城県筑西市議会視察来童
　１６日～��１８日　環境福祉常任委員会行政視察（島根県松

江市・安来市、鳥取県米子市）
　１７日　京都府亀岡市議会視察来童
　２２日　大分県杵築市議会視察来童
　　　　��市長要請総務教育常任委員会（消防職員の懲戒

処分に関する新聞報道について）
　　　　��議会報告・意見交換会（天童北部・蔵増・山口・

干布）
　２３日　議会運営委員会
　　　　��議会報告・意見交換会（天童南部・天童中部・

津山・長岡）
　２４日　��議会報告・意見交換会（成生・寺津・高擶・荒谷）
　２５日　市長要請各派代表者会
　２８日　ＩＣＴ議会検討委員会
　２９日　��全国温泉所在都市議会議長協議会総会（議長、

局長／東京）
　３０日　��全国市議会議長会定期総会（議長、局長／東京）
　３１日　市長要請全員協議会
■６月
　４日　議会運営委員会
　　　　��市長要請総務教育常任委員会（「山寺が支えた紅

花文化」日本遺産認定等について）
　４日～��５日　さくらんぼトップセールス（議長／東京）
　５日　��市長要請環境福祉常任委員会
　１１日～２２日　第２回市議会定例会
　１１日　広報委員会
　２０日　各派代表者会
　２２日　広報委員会
　２６日　ＩＣＴ議会検討委員会
　２７日　千葉県成田市議会視察来童
　２９日　県への重要事業要望（議長、局長／県庁）
■７月
　３日　寒河江市議会視察来童
　４日　石川県白山市議会視察来童
　４日～��６日　清新会先進地視察（和歌山県和歌山市、

大阪府和泉市、兵庫県川西市）
　５日　兵庫県三田市議会視察来童
　９日　大分県豊後高田市議会視察来童
　９日～��１１日　政和会先進地視察（北海道東川町・幌加

内町・滝川市）
　１１日　広報委員会
　１２日　埼玉県越谷市議会視察来童
　　　　��東根市外二市一町共立衛生処理組合議会運営委

員会
　１８日　広報委員会

てんどう市議会だより №1617



法面が崩落した八幡山

予算特別委員会 平成３０年度補正予算

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の

応
援
グ
ッ
ズ
を
作
成

委
員　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
推
進
協
議
会
負
担
金
、
５０

万
円
増
額
の
内
容
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
目
的
と
し
た
市
民
団

体
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
し
、

天
童
市
を
本
拠
地
と
す
る
３
つ

の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
応

援
や
観
戦
推
進
を
図
る
た
め
、

応
援
グ
ッ
ズ
等
を
作
成
す
る
も

の
で
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
て

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
の
啓
発

活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
も
の
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

改
修
に
国
の
補
助
金
交
付

委
員　
地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
９
７

２
万
円
の
内
容
は
。

保
険
給
付
課
長　
国
の
平
成
２９

年
度
補
正
予
算
で
、
今
年
１
月

小
規
模
多
機
能
施
設
等
に
老
朽

化
修
繕
の
た
め
の
補
助
金
の
募

集
を
し
た
。
１
法
人
か
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
施
設
の
床
・

洗
面
所
・
食
堂
等
の
改
修
の
応

募
が
あ
っ
た
。
対
象
と
な
る
工

　一般会計ほか特別会計・企業会計補正予算は、予
算特別委員会に付託され審査された後、本会議にお
いて、原案のとおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

一般会計
２億１９４２万３０００円を

増額補正

事
に
、
最
大
７
３
７
万
円
の
交

付
が
受
け
ら
れ
る
も
の
。

高
性
能
機
械
導
入
で

生
産
コ
ス
ト
削
減

委
員　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
補
助
金
４
９
３
万
１
０
０
０

円
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
水
稲
な
ど
の
産
地

の
高
収
益
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
事
業
。
酒
米
を

生
産
し
て
い
る
農
業
法
人
が
購

入
す
る
乗
用
田
植
機
１
台
、
水

稲
用
コ
ン
バ
イ
ン
１
台
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る

も
の
。

六
次
産
業
化
を
推
進

委
員　
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
補
助

金
３
８
８
７
万
９
０
０
０
円
の

内
容
は
。

農
林
課
長　
牛
肉
の
付
加
価
値

を
高
め
る
た
め
食
肉
加
工
施
設

の
整
備
に
係
る
費
用
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
も
の
。
木
造
１

棟
２
４
６
平
方
㍍
で
加
工
室
、

冷
凍
庫
、
冷
蔵
庫
等
で
メ
ン
チ

カ
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
加
工

品
開
発
、
製
造
を
行
う
。

八
幡
山
配
水
場
へ
の

取
付
道
の
復
旧
改
修
工
事

委
員　
３
月
に
崩
落
し
た
法
面

の
改
修
工
事
の
内
容
と
工
期
は
。

上
下
水
道
課
長　
現
地
の
地
質

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
法
枠
を

造
っ
て
、
ア
ン
カ
ー
等
を
打
ち

込
ん
で
法
面
を
抑
え
る
と
い
う

工
法
で
進
め
て
い
く
。
用
地
の

買
収
、
用
地
の
借
上
げ
、
調
査

費
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
工
期

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
の
復

旧
を
目
指
し
て
い
る
。

公
園
施
設
整
備
事
業

委
員　
公
園
の
管
理
に
要
す
る

経
費
の
増
額
に
つ
い
て
、
工
事

等
の
具
体
的
な
場
所
と
内
容
は
。

都
市
計
画
課
長　

バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

に
、
２
７
６
０
万
円
を
増
額

し
、
春
日
公
園
と
藤
ケ
丘
公
園

の
２
カ
所
を
追
加
し
、
整
備
を

行
う
。
遊
具
更
新
工
事
は
、
４

０
０
万
円
を
増
額
し
、
３
遊
具

を
追
加
す
る
も
の
。

補正予算のあらまし
主な内容� （単位：万円）

介護福祉施設の支
援に要する経費 ９７２

畜産振興一般に要
する経費 ３，８８８

地方道路の新設改
良に要する経費 ３，６１１

公園の管理に要す
る経費 ３，３４０

プロスポーツの支
援に要する経費 ５０

八幡山配水場法面
復旧工事 １億４，１８１

平成30年8月1日発行 8



提出された議案とその結果
　平成３０年度第１回臨時会が開催され、原案のとおり可決されました。また、平成３０年度第２回定例会に
提出された議案とその結果は次のとおりです。

第１回臨時会（４月２７日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
平成２９年度天童市一般会計補
正予算（第９号）の専決処分
の承認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

報第２号
市有施設管理上の瑕

か

疵
し

による
事故に伴う損害賠償の額の決
定についての専決処分の報告
について

報　　告

議第１号 天童市市税条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第８号
株式会社スポーツクラブ天童
の経営状況並びに事業計画の
報告について

報　　告

報第９号 平成２９年度天童市情報公開条
例の運用状況の報告について 報　　告

議第２号 平成３０年度天童市一般会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３号
平成３０年度天童市工業団地整
備事業特別会計補正予算（第
１号）

原案可決
（全会一致）

議第４号 平成３０年度天童市水道事業会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第５号 天童市市税条例等の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第６号
天童市特定非営利活動法人に
対する市税の課税免除に関す
る条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第７号
天童市放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第８号 荒谷西工業団地の分譲地の処
分について

原案可決
（全会一致）

議第９号 化学消防ポンプ自動車の取得
について

原案可決
（全会一致）

議第１０号 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ
型）の取得について

原案可決
（全会一致）

議第１１号 天童市固定資産評価審査委員
会委員の選任について

同　　意
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

伊
藤　
護
國

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

赤
塚
幸
一
郎

て て て て 政 て 清 清 清 清 無 政 清 政 政 清 共 清 清 清 共 無
請陳第１号 地方財政の充実・強化を求める請願 × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × ○ × × × ○ 議
※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、政＝政和会、共＝日本共産党天童市議団、無＝無会派

第２回定例会（６月１１日～６月２２日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第３号 平成２９年度天童市一般会計予
算繰越明許費の報告について 報　　告

報第４号 平成２９年度天童市水道事業会
計予算繰越しの報告について 報　　告

報第５号
平成２９年度天童市公共下水道
事業会計予算繰越しの報告に
ついて

報　　告

報第６号
天童市土地開発公社の経営状
況並びに事業計画の報告につ
いて

報　　告

報第７号
公益財団法人天童市文化・ス
ポーツ振興事業団の経営状況
並びに事業計画の報告につい
て

報　　告

てんどう市議会だより №1619



教えて っすケケロロ

▼��

請
陳
第
１
号　
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
請
願

〈
賛
成
〉結
城
　
義
巳
議
員

　
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
っ

て
、
地
方
交
付
税
が
６
兆
円
削

減
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
財
政

は
大
変
厳
し
く
な
っ
た
。
本
市

の
財
政
も
臨
時
財
政
対
策
債
と

い
う
返
済
財
源
見
通
し
の
立
た

な
い
借
金
に
よ
る
運
営
で
あ

り
、
今
年
度
末
の
残
高
は
１
０

３
億
円
に
達
し
、
一
般
会
計
予

算
総
額
の
約
半
分
に
相
当
す

る
。
市
税
と
地
方
交
付
税
は
、

自
治
体
財
政
の
根
幹
で
あ
り
、

国
は
交
付
す
べ
き
財
源
総
額
を

確
保
す
る
義
務
が
あ
る
の
に
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
を
始

め
、
次
々
と
削
減
政
策
を
進
め

て
お
り
、「
地
方
財
政
の
充
実・

強
化
を
求
め
る
請
願
」
は
願
意

妥
当
で
あ
る
。

　
６
月
２２
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

討
　
論

請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は２件で、所管常任
委員会で審査した後、本会議で採決が行われました。結
果は次のようになりました。
件　　　　名 提　出　者 付託委員会 結　　果
地方財政の充
実・強化を認め
る請願

連合山形　山形地
域協議会
議長　安孫子健治

総務教育 不 採 択
（賛成少数）

種子法廃止に伴
う万全の対策を
求める請願

天童市農民組合
組合長　太田正良 経済建設 継続審査

　現固定資産評価審査委員会委員の楯悟朗氏が、平成３０
年６月３０日をもって任期満了になることに伴い、その後
任として武田淳氏（荒谷）を選任することに同意しました。

　５月３０日に東京・東京国際フォーラムで開催された全国市議会議
長会定期総会において、永年勤続として次の方々が表彰されました。

◇議員３０年以上
　伊藤　和子 議員（Ｓ６２．１０～）
◇議員２０年以上
　伊藤　護國 議員（Ｈ７．１０～）

◇議員１０年以上
　松田　光也 議員（Ｈ１９．１０～）
　狩野　佳和 議員（Ｈ１９．１０～）

◇議長・副議長４年以上
　鈴木　照一 議員

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意

永年勤続表彰

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベント、健康・子育
てなどの情報を、電子メールでお知らせするメール配信サービスを行っ
ています。ぜひご登録ください。
※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通信料・パケット通信費は登録され
た方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを
送信してください。

かんたん登録

　市議会の会議録は、図書館と市立公
民館に備えています。また、天童市の
ホームページでは平成１３年以降の会議
録が閲覧できます。一般質問に対する
市長や教育長等の答弁のほか、予算・
決算特別委員会における質疑と答弁が
全て記載されています。ぜひご覧くだ
さい。

会議録が閲覧できます

紹介議員について、自己の所属する委員会
の所管事項に関する請願については、紹介
議員になれません。

　　市議会へ請願書を提出する制度は、市民
の皆さんの意見や要望を市政に反映させる方
法として、法律上認められた権利の一つで
す。請願を提出する場合には、請願書に必ず
１人以上の紹介議員の署名または記名押印が
必要となります。
　請願書は、いつでも受け付けていますが、
議会定例会招集日（開会日）前８日正午まで
に受理した請願は、その定例会で審査しま
す。所管の常任委員会で審査された後、本会
議において採択・不採択が決定されます。

Ａ
請願の提出の仕方は？Ｑ
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議
案
を
審
査
し
ま
し
た

　
６
月
定
例
会
で
は
議
案
１０
件
及
び
請
願
２
件
（
う
ち
継
続
審
査
１
件
）
に
対
す
る
審
査
が
各
常
任
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
、
１８
日
に
総
務
教
育
常
任
委
員
会
・
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
が
、
１９
日
に
経
済
建
設
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２２
日
の
本
会
議
で
、
各
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
報
告
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
法
か
ら
教
育
職
員
免
許
法

に
変
更
に
な
る
が
、
放
課
後
児

童
支
援
員
の
資
格
要
件
と
な
る

免
許
の
種
類
が
変
わ
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　
改
正
の
前

後
で
対
象
と
な
る
免
許
の
種
類

に
変
更
は
な
い
が
、
改
正
後

は
、
養
護
教
諭
及
び
栄
養
教
諭

の
免
許
状
を
有
す
る
方
、
特
別

支
援
学
校
の
教
員
の
免
許
状
の

み
を
有
す
る
方
、
特
別
免
許
状

及
び
臨
時
免
許
状
を
有
す
る
方

も
対
象
に
な
る
こ
と
を
明
確
に

す
る
も
の
。

　
ま
た
、
新
た
に
、
中
学
校
卒

税
務
課
長　
地
方
税
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
市
民
税
で
は
非

課
税
と
な
る
所
得
要
件
及
び
市

民
税
均
等
割
を
非
課
税
と
す
る

限
度
額
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
固
定
資
産
税
で
は
、
償
却
資

産
の
う
ち
、
わ
が
ま
ち
特
例
の

特
定
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
に
係
る
特
例
措
置
を
受
け
ら

れ
る
期
間
の
延
長
。
地
域
の
中

小
企
業
の
設
備
投
資
促
進
に
向

け
て
、
設
備
投
資
に
対
す
る
時

限
的
特
例
措
置
を
創
設
す
る
も

の
。

　
市
た
ば
こ
税
で
は
、
税
率
の

引
き
上
げ
及
び
加
熱
式
た
ば
こ

の
課
税
区
分
を
創
設
す
る
も
の
。

　
軽
自
動
車
税
で
は
、
環
境
性

能
割
を
減
免
す
る
自
動
車
に
相

当
す
る
軽
自
動
車
の
環
境
性
能

割
の
減
免
及
び
日
本
赤
十
字
社

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
の
非
課

税
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
す
る
も

の
。

委
員　
市
民
税
で
非
課
税
措
置

と
な
る
要
件
の
改
正
が
あ
る

が
、
従
来
の
対
象
と
今
回
の
改

正
で
想
定
さ
れ
る
対
象
を
ど
う

い
っ
た
形
で
捉
え
て
い
る
か
。

税
務
課
長　
給
与
所
得
が
あ
っ

た
場
合
の
所
得
控
除
額
が
１０
万

円
低
く
な
っ
た
代
わ
り
に
、
基

礎
控
除
額
を
１０
万
円
引
き
上
げ

る
こ
と
で
、
起
業
を
さ
れ
て
い

る
方
は
所
得
控
除
が
な
い
た
め

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

く
こ
と
に
な
る
が
、
基
礎
控
除

か
ら
も
１０
万
円
差
し
引
か
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
う
い
っ

た
方
が
今
回
の
改
正
で
恩
恵
を

受
け
る
状
況
に
な
る
。

子
育
て
支
援
課
長　
国
の
基
準

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課
後

児
童
支
援
員
と
な
る
た
め
に
必

要
な
資
格
要
件
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
一
部
分
か
り
に
く
い

資
格
要
件
を
明
確
に
す
る
も
の
。

委
員　

教
育
職
員
に
つ
い
て

は
、
根
拠
と
な
る
法
律
が
学
校

総
務
教
育

市
民
税
均
等
割
・
所
得

割
の
限
度
額
等
を
改
正

環
境
福
祉

放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
要
件
を
拡
大

業
者
で
も
５
年
以
上
の
実
務
経

験
が
あ
る
方
は
、
支
援
員
に
な

る
た
め
の
県
の
研
修
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

産
業
立
地
室
長　
荒
谷
西
工
業

団
地
に
つ
い
て
、
分
譲
を
希
望

す
る
日
新
製
薬
株
式
会
社
と
の

合
意
が
整
っ
た
た
め
、
分
譲
地

を
処
分
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
今
回
を
も
っ
て
全
て
の
区

画
に
つ
い
て
分
譲
が
完
了
す
る

も
の
で
あ
る
。

委
員　
今
回
の
分
譲
地
に
つ
い

て
、
駐
車
場
と
し
て
の
利
用
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が

る
よ
う
な
工
場
の
増
設
等
の
予

定
は
あ
る
の
か
。

産
業
立
地
室
長　
現
時
点
で
は

工
場
の
増
設
の
予
定
は
な
い

が
、
雇
用
者
が
年
々
増
加
し
て

い
る
た
め
、
駐
車
場
と
し
て
利

用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

経
済
建
設

荒
谷
西
工
業
団
地
の
分

譲
完
了

てんどう市議会だより №16111



議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

特集１

１班

３班

２班

４班

山口・天童南部・高擶

天童北部・津山・寺津

蔵増・天童中部・荒谷

干布・長岡・成生

伊藤和子、結城義巳、遠藤敬知、
水戸芳美、熊澤光吏

伊藤護國、松田光也、村山俊雄、
遠藤喜昭、笹原隆義

水戸　保、石垣昭一、山崎　諭、
狩野佳和、武田正二、佐藤俊弥

鈴木照一、後藤和信、山口桂子、
渡辺博司、三宅和広

　
「
空
き
家
対
策
」
に
つ
い
て
を

テ
ー
マ
に
し
た
が
、会
場（
参
加
者
）

に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
っ
た
。
地
域

に
よ
っ
て
、
行
政
に
空
き
家
情
報
や

対
応
策
を
働
き
か
け
た
り
、
空
き
家

周
り
の
畑
や
庭
の
草
木
の
伐
採
、
害

虫
駆
除
を
住
民
で
行
う
な
ど
、
空
き

家
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
実
態
も

あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
空
き
家
が
増

え
る
こ
と
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
影
響

を
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
、
総
合
的

な
空
き
家
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

�

（
班
長　
伊
藤
和
子
）

　
３
会
場
共
通
し
て
参
加
者
減
少
を

嘆
か
れ
た
。
話
題
の
事
前
提
供
等
、

工
夫
し
て
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
き
家
対
策

は
周
辺
集
落
の
危
機
感
が
強
く
、
強

制
力
の
あ
る
行
政
執
行
に
期
待
し
た

い
姿
勢
も
感
じ
ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
収
集
の
み
で
な
く
、
そ
の
結
果
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
対
応
策
を
求
め

ら
れ
た
。
行
政
・
議
会
と
も
に
市
民

参
加
の
方
法
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

�

（
班
長　
村
山
俊
雄
）

　
今
回
は
「
空
き
家
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
た
が
、
参
加
者
の
中
に

他
市
の
良
い
施
策
を
調
べ
、
資
料
ま

で
準
備
し
意
見
交
換
会
に
臨
ん
だ
地

域
が
あ
っ
た
。

　
議
員
の
視
察
目
的
に
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
と
あ
り
、
そ
の
成
果
を
示

し
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
っ

た
。
議
会
と
し
て
も
テ
ー
マ
を
掲
げ

た
以
上
、
全
議
員
で
協
議
を
し
、
共

通
の
情
報
、
認
識
を
持
っ
て
臨
む
べ

き
と
感
じ
た
。

�

（
班
長　
水
戸　
保
）

　
今
回
は
「
空
き
家
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
計
画
そ

の
も
の
に
対
す
る
質
問
や
意
見
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
の
身
近

な
事
例
を
通
し
て
具
体
的
な
意
見
交

換
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
他
に
は
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組

ん
だ
間
口
除
雪
等
に
、
貴
重
な
意
見

を
い
た
だ
い
た
。

　
全
会
場
に
共
通
し
て
、
女
性
と
若

者
の
参
加
が
少
な
く
、
実
施
日
程
は

一
考
を
要
す
る
と
感
じ
た
。

�

（
班
長　
鈴
木
照
一
）

　

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

を
、
５
月
２２
日
か
ら
２４
日
ま
で

市
内
１２
カ
所
の
市
立
公
民
館
を

会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
１
４

２
人
の
方
に
参
加
を
い
た
だ

き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告

と
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
の

話
題
の
ほ
か
、
地
域
の
身
近
な

課
題
な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望

等
は
、
議
会
運
営
委
員
会
で
議

会
と
し
て
対
応
を
協
議
す
る
と

と
も
に
、
市
政
に
対
す
る
も
の

は
、
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
声

と
受
け
止
め
、
議
会
に
お
け
る

政
策
立
案
や
政
策
提
言
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

長
等
に
文
書
で
提
出
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
報
告
書

（
簡
易
な
会
議
録
）
は
、
市
立

公
民
館
及
び
天
童
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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○会場ごとの参加者数

○議会・議員に対する意見・要望等（自由記載欄の抜粋）
議会報告・意見交換会の運営等
＊�テーマを決めての交換会は良かった。他の意見はまちづ
くり懇談会の内容（行政上の課題）と変わりないと感じた。
＊�一人が長々と話すのはどうか。参加者全員とはいかな
くとも、広く意見を聞ける運営をしてもらいたい。
＊�一つの議題に集中して１時間くらい使っていた（地区
で一番の問題なので良かった）。議員の方全員の意見
が聞きたかった。参加人数が去年より少なく、女性の
参加者を増やす方法、市立公民館で人数を集める方法
を考えてほしい。
＊�午後７時開催は時間的にきつい。一考を。
＊�あまり参加したことがなかったが、思った以上にざっ
くばらんな雰囲気の中、市政について理解が進んだ。
良い取り組みだと思う。

参加者へのアンケート　集計結果

天童南部天童中部天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山 山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷
２ ９ １７ ５ １５ ９ ８ １６ １７ １４ ２０ １０

参加者合計 アンケート回答者数 アンケート回答率
１４２ １０５ ７３．９％

議員・議会への要望等
＊�今回のような市民と対話することは非常に良いことだと
考えます。しかし対話の後の対応として、その後、市民
ニーズをどのような取り組みに活かされているのか、市
民がわかる仕組みも大切な事と思います。行政視察の目
的を明確にしていただき、その目的の達成状況と結果を
ホームページ等にて公開しているのでしょうか。もし公
開していない場合は、早急に取り組んでいただき、具体
的な内容を公開していただければと思います。

【性別】

男性９１％

女性５％
未記入４％

【年齢】
３０歳代３％

４０歳代１％

５０歳代５％７０歳代３４％

６０歳代５６％

未記入１％

【参加回数】

６～９回
２０％

２～５回
５１％

はじめて２３％
１０回以上６％

　各会場で平均１０人前後の参加者数であったが、市街地では参加者数１０人を切る会場もあり、市街地より
も周辺部の方が市議会について関心が高いと思われる。その中で、性別は男性、年齢は６０～７０代の参加者
が大部分を占めており、ちょうど町内会役員などで地域活動をしている方が、地域のことに関心があり参
加しているように思われる。今後は、女性や５０歳以下の参加者にも関心があるテーマの設定や開催曜日・
開始時間などの工夫が必要である。

○議会報告・意見交換会に対する評価について

未記入９％

どちらとも
２４％

評価しない
１％

評価する６６％

【評価】 　６割以上の方が、開催について
「評価する」と肯定的に受け止め
ている。しかし、それ以外の回答
も合わせて３割以上あり、わかり
やすさや内容の充実が必要であ
る。これからも市民に開かれた市
議会にしていくために、継続的な
開催をする必要がある。

市政への意見・要望等
＊�空き家問題についても市民にいかに周知するかが重要
なので、どの方策についても検討願いたい。

てんどう市議会だより №16113



総務教育常任委員会

先進地 に学ぶ
行政視察の報告

　本市議会では、常任委員会ごとに、
先進的で魅力ある行政施策を実施して
いる自治体への行政視察を行っていま
す。
　行政視察の成果は、市議会の中で、
本市が抱える行政課題や市への提言等
に反映させ、今後のまちづくりに活か
していきます。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

岡
山
県
総そ
う
社じ
ゃ
市

小・中
学
校
で
の
英
語
特
区
設
置

　
古
来
、
桃
太
郎
の
モ
デ
ル
伝

説
が
残
る
総
社
市
は
、
人
口
約

６
万
８
０
０
０
人
。

　
平
成
２６
年
４
月
か
ら
、
総
社

市
内
山
田
・
昭
和
・
維
新
地
区

に
「
英
語
特
区
」
を
設
け
た
。

英
語
特
区
と
は
、
対
象
の
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
連
携

し
、
一
貫
性
の
あ
る
特
別
な
英

語
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

５
月
１４
日
～
１６
日

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

５
月
１６
日
～
１８
日

島
根
県
松ま
つ
江え

市

な
ご
や
か
寄
り
合
い
事
業

　
宍し
ん
じ
こ

道
湖
・
中な
か

海う
み

を
抱
く
松
江

市
は
水
の
都
と
し
て
知
ら
れ
、

シ
ョ
ン
能
力
と
国
際
的
視
野
を

身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
が
ね

ら
い
で
あ
る
。
市
内
及
び
全
国

か
ら
の
就
園
・
就
学
を
可
能
に

し
た
こ
の
英
語
特
区
へ
の
取
り

組
み
は
、
少
子
化
に
よ
る
学
校

統
廃
合
と
い
う
課
題
解
決
の
ヒ

ン
ト
と
し
て
参
考
に
な
る
も
の

が
あ
る
。

愛
媛
県
松ま
つ

山や
ま

市

防
災
士
の
人
数
が
全
国
一

　
道
後
温
泉
や
小
説
『
坊
ち
ゃ

ん
』
で
有
名
な
松
山
市
は
、
人

山
陰
地
方
最
大
の
中
核
都
市
で

人
口
約
２０
万
２
０
０
０
人
。

　
高
齢
者
の
寝
た
き
り
や
閉
じ

こ
も
り
を
防
ぐ
介
護
予
防
策
と

し
て
「
地
域
の
茶
の
間
」
づ
く

口
約
５１
万
１
０
０
０
人
の
四
国

最
大
の
都
市
で
あ
る
。

　
松
山
市
で
は
、
地
域
及
び
企

業
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た

め
、
平
成
１７
年
度
か
ら
全
国
初

の
取
り
組
み
と
し
て
、
全
額
公

費
負
担
で
の
「
防
災
士
」
の
養

成
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
防
災

士
の
数
が
３
８
２
０
人
と
な
っ

て
お
り
、
山
形
県
全
体
の
防
災

士
の
数
１
３
３
０
人
を
大
幅
に

上
回
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
熱

の
入
れ
方
が
違
っ
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
。
検
討
し
た
い
課
題

で
あ
る
。

香
川
県
丸ま
る
亀が
め
市

外
部
行
政
評
価

　
丸
亀
城
が
あ
る
丸
亀
市
は
、

人
口
約
１１
万
人
。

　
平
成
２０
年
度
か
ら
、
市
が
実

施
し
て
い
る
施
策
・
事
業
に
つ

い
て
行
政
外
部
の
視
点
か
ら
評

価
す
る
「
丸
亀
市
行
政
評
価
委

員
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。
市

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
市
民

生
活
に
ど
の
よ
う
な
成
果
と
し

て
現
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
効
率
性

や
有
効
性
な
ど
の
観
点
か
ら
妥

当
か
ど
う
か
を
客
観
的
に
評
価

し
、
行
政
活
動
の
継
続
的
な
改

善
を
図
る
た
め
の
制
度
で
あ

る
。
開
か
れ
た
市
政
を
考
え
る

と
、
本
市
で
も
こ
の
制
度
を
取

り
入
れ
ら
れ
る
か
検
討
で
き
れ

ば
と
思
う
。

�

（
委
員
長　
武
田
正
二
）

り
を
推
進
。
地
域
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
主
体
で
町
内
会
単

位
の
実
情
に
合
わ
せ
た
方
法
で

高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し
て
、

茶
話
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
る
。
参
加
者
の

心
身
機
能
が
維
持
・
改
善
さ
れ

る
割
合
が
高
く
、
高
齢
者
の
健

康
維
持
の
た
め
町
内
会
単
位
で

の
き
め
細
か
な
予
防
策
が
必
要

で
あ
る
。

島
根
県
安や
す
来ぎ

市

高
齢
者
買
い
物
支
援
制
度

　
安
来
節
で
知
ら
れ
る
安
来
市

は
、
人
口
約
３
万
９
０
０
０

人
。
足
立
美
術
館
の
日
本
庭
園

が
、
世
界
的
に
有
名
で
あ
る
。

　
安
来
市
の
高
齢
化
率
は
３５
・

６
㌫
と
高
く
、
な
か
で
も
４９
・

平成30年8月1日発行 14



経済建設常任委員会
（北九州スタジアムを現地視察）

環境福祉常任委員会

特集２

先進地 に学ぶ
常任委員会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

５
月
１４
日
～
１６
日

福
岡
県
北き
た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
う

市

ス
タ
ジ
ア
ム
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り

　
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
北
九

州
市
は
、
人
口
約
９６
万
人
。

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
、
平

成
２９
年
に
完
成
し
、
建
設
費
は

約
１
０
０
億
円
、
内
ｔ
ト
ト
ｏ
ｔ
ｏ

助
成
金
約
３０
億
円
。
ラ
グ
ビ
ー

や
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
市
民
が
利

用
で
き
、
結
婚
式
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
開
催
で
き
る
。
ま

た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
創
出
の
た
め
に
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
や
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
等
が
で
き
る
広
場
な
ど
も
あ

り
、
周
辺
施
設
と
連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
回
遊

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
の
参
考
に

し
て
い
き
た
い
。

福
岡
県
久く

留る

米め

市

農
業
者
の
輸
出
支
援

　
久
留
米
市
は
、
人
口
約
３０
万

５
㌫
の
最
高
齢
地
区
で
買
い
物

支
援
を
開
始
。
市
と
ス
ー

パ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
者

が
契
約
し
、
安
否
確
認
も
行
う

制
度
。
介
護
補
助
事
業
と
し
て

本
市
も
検
討
す
べ
き
制
度
で
あ

る
。

５
３
７
４
．ｊ
ｐ
ア
プ
リ

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
無
料
ア
プ
リ
の
利
用
で
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
が
、
ア
ク
セ
ス
が
少
な
く
必

要
性
に
は
疑
問
が
あ
る
。

鳥
取
県
米よ
な
子ご

市

ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
赤
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ

リ
ー
応
援
大
学

　
山
陰
の
商
都
と
呼
ば
れ
る
米

子
市
は
、
人
口
約
１４
万
８
０
０

０
人
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
発
祥

の
地
で
も
あ
る
。

　
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
不
安
を
抱
く
若
い
世
代
を
対

象
に
、
専
門
家
に
よ
る
全
１０
回

の
講
演
会
を
開
催
。
講
演
会
の

概
要
を
ま
と
め
て
応
援
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
将
来
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
へ
の
知
識
と
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
結
婚
と
出
産
へ

の
押
し
付
け
で
な
く
、
学
ぶ
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
若
者
が

関
心
を
持
ち
、
自
己
決
定
の
後

押
し
に
な
る
こ
の
支
援
は
今
後

必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

�

（
委
員
長　
遠
藤
敬
知
）

ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ
ピ
イ

ご
み
な
し

人
。
筑
後
平
野
の
中
央
に
位
置

し
、
米
、
麦
、
大
豆
、
野
菜
、

果
物
な
ど
古
く
か
ら
農
業
が
盛

ん
な
地
域
で
あ
る
。
農
産
物
の

販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、
九
州

大
学
と
連
携
し
、
輸
出
に
意
欲

的
な
農
業
者
を
対
象
に
輸
出
の

基
礎
研
修
を
毎
年
実
施
し
、
香

港・マ
レ
ー
シ
ア・シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
出
店
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｐ
Ｒ
資
材
作
成
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
、
商
談
会
経
費
等
に

も
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
課
題

と
し
て
、
鮮
度
保
持
や
コ
ス
ト

削
減
等
あ
る
よ
う
だ
が
、
果
樹

王
国
天
童
と
し
て
参
考
に
な
る
。

熊
本
県
熊く
ま
本も
と
市

道
路
や
橋
梁
被
害
復
旧
状
況

　

熊
本
市
は
、
人
口
約
７４
万

人
。
平
成
２８
年
４
月
に
震
度
７

の
地
震
が
立
て
続
け
に
２
回
発

生
し
て
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
道
路
の
被
害
７
４
１
６

カ
所
、
橋
梁
６
５
７
カ
所
、
道

路
や
橋
梁
の
復
旧
は
平
成
３０
年

度
で
完
了
予
定
。
災
害
時
応
急

活
動
に
関
す
る
課
題
等
を
基

に
、
今
後
は
応
急
依
頼
先
の
事

前
整
理
、
異
常
時
点
検
、
災
害

復
旧
作
業
に
係
る
業
者
の
選
定

や
契
約
手
法
の
明
確
化
な
ど
が

あ
る
。
本
市
で
も
熊
本
市
の
課

題
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
き
た

い
。

�

（
委
員
長　
水
戸
芳
美
）
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日 月 火 水 木 金 土
8/26 27 28 29 30 31 9/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29

論議が大きな
成果に　　　
鹿野秀順（７５歳・山元）

編
集
後
記

暑
い
夏
の
到
来
で
す
。
暑

さ
対
策
を
し
っ
か
り
施
し
、

猛
暑
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
は
、
全
国
各
地
で
想

定
外
の
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
今
年
も
大
阪
北
部
地

震
、
西
日
本
豪
雨
災
害
が
発

生
し
、
甚
大
な
被
害
で
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

切
迫
感
・
危
機
感
を
共
有

し
、
早
目
の
避
難
対
応
が
重

要
と
の
こ
と
…
災
害
は
地
域

を
問
わ
ず
、
ど
こ
で
も
起
こ

り
得
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
読
者
目
線
の
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。�

（
遠
藤
敬
知
）

《
広
報
委
員
会
》

　
委 

員 

長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
武
田　
正
二

　
委　
　
員　
鈴
木　
照
一

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
敬
知

　
　

 

〃 　
　
渡
辺　
博
司

　
　

 

〃 　
　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

６月１３日
天童南部小学校３年生の
議場見学

天童市議会
　ギャラリー

９月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、８月２３日（木）正午の予定です。
※��日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

決算特別委員会

常任委員会

本会議
（初日）

決算特別委員会

本会議
（一般質問）

決算特別委員会

本会議
（一般質問）

予算特別委員会

決算特別委員会常任委員会

インターネットで生中継します。

　
県
内
外
の
人
か
ら
、
よ
く
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
天

童
市
は
「
ま
ち
が
き
れ
い
で
す

ね
」「
活
気
が
あ
っ
て
、
子
供

た
ち
が
元
気
で
す
ね
」
と
。

　
私
は
『
笑
顔 

に
ぎ
わ
い 
し

あ
わ
せ
実
感 

健
康
都
市
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
市

の
基
本
的
な
政
策
の

こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

　
７
月
１
日
の
山
形

新
聞
に「
住
み
よ
さ

天
童
市 

県
内
ト
ッ

プ
」
と
い
う
見
出
し

で
、
全
国
８
１
４
都

市
を
対
象
に
各
種
統
計
、
デ
ー

タ
を
基
に
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ

ン
グ
」
が
発
表
さ
れ
、
総
合
評

価
で
は
３４
位
、
東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
２
位
と
い
う
評

価
が
載
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
６
月
１４
日
に
議
会
を
傍
聴
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
市
政

に
対
す
る
一
般
質
問
で
、
工
業

団
地
の
整
備
、
世
界
の
平
和
、

福
祉
の
向
上
、
居
場
所
づ
く

り
、
中
学
生
の
学
力
向
上
な

ど
、
ど
れ
も
こ
れ
か
ら
の
天
童

市
に
と
っ
て
大
事
な
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
、
各
議
員
は
真
剣
に

活
発
に
議
論
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
天
童
市
で
は
、
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、
市
民
と
議
員
が
直
接
論
議

す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
各
地
域
の
状
況

や
問
題
点
の
把
握
が
素
早

く
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
開
か
れ
た
市
政
が
、
市

民
と
行
政
と
を
強
く
結
ん

で
お
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
高
い
評
価
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
、

市
と
議
会
の
動
き
は
わ
か
り
ま

す
が
、
私
た
ち
は
も
っ
と
議
会

を
傍
聴
し
て
、
提
起
さ
れ
た
問

題
や
、
要
望
の
実
現
性
な
ど
を

見
守
る
と
と
も
に
、
行
政
と
議

会
が
市
民
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
勢
を
、
感
謝
し
な
が

ら
見
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（敬老の日）

（振替休日）

23

30

（秋分の日）
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